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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】静電容量方式のタッチパネルを爪先で操作する
ことが可能なネイルチップを提供する。
【解決手段】静電容量方式のタッチパネルが動作する程
度の導電性を付与したネイルチップ１０を爪７先に付与
する。ネイルチップ１０の、爪７との接着部に導電性接
着剤１１を有する。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　爪表面に装着することで、静電容量方式のタッチパネルが動作する程度の導電性を爪先
に付与可能となる量の導電性材料を有することを特徴とするネイルチップ。
【請求項２】
　爪との接着部に導電性接着剤を有することを特徴とする請求項１に記載のネイルチップ
。
【請求項３】
　爪とネイルチップとを接着し、静電容量方式のタッチパネルが動作する程度の導電性を
有するネイルチップと人体とを電気的に接続することができる量の導電性材料を有するこ
とを特徴とするネイルチップ用導電性接着剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自爪の表面に装着することで静電容量方式のタッチパネル操作が可能なネイ
ルチップに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　マニキュアは爪の装飾を目的とした化粧品として、女性の間で広く用いられている。マ
ニキュアは、爪の表面に色や艶を持たせ、華やかに装飾することを目的としたものであり
、爪表面に美粧的効果を付与することができるものである。
　現在では、マニキュアの特徴である爪表面への美粧的効果に加え、爪の長さを自在に調
整し、より厚みのある美しい形の爪にする方法として、人工爪を自爪に接着剤等を用いて
装着する方法が知られている（特許文献１、２参照）。人工爪は、自爪の上に装着して、
さらにその上から装飾を施すため、自爪に直接マニキュアを塗布して装飾する場合等に比
べて、爪への負担を軽減することができ、さらに作業時間を短縮することができる。なお
、この場合に用いられる人工爪は、通常ネイルチップと呼ばれる。
【０００３】
　ところで、近年、我々が身近に使用している携帯電話やスマートフォン、銀行や金融機
関のＡＴＭ、自動販売機（自動券売機）等には、画面の触れることで操作できるタッチパ
ネルが用いられている。タッチパネルは、電圧や超音波、光などを検出することで動作す
るものであり、その原理は様々である。具体的には、抵抗膜方式、静電容量方式、超音波
方式、光学方式、電磁誘導方式などのタッチパネルがある。このうち、静電容量方式のタ
ッチパネルは、画面に触れることで生じるタッチパネル表面の電荷の容量変化を検知して
位置を認識し、動作するものである。
【０００４】
　静電容量方式のタッチパネルには、表面型と投影型との２種類の検出方式があり、それ
ぞれ構造が異なる。
　以下、図を参照しながら説明する。
【０００５】
　図１は、一般的な投影型静電容量方式のタッチパネルの一例を示す概略斜視図である。
　投影型静電容量方式のタッチパネル１は、透明基板２と、上記透明基板２上に配置され
た透明電極層３を有しており、上記透明電極層３上には保護カバー４を有している。また
、投影型静電容量方式のタッチパネル１を構成する上記透明電極層３は、第１の透明電極
層３１および第２の透明電極層３２から構成される。
【０００６】
　図２は、一般的な投影型静電容量方式のタッチパネルを構成する透明電極層の一例を示
す概略平面図である。上記透明電極層３は、上述したように上記第１の透明電極層３１お
よび上記第２の透明電極層３２からなるものであり、上記第１の透明電極層３１にはＸ方
向の座標を検出するための透明電極３１ＸがＸ方向に複数分離されて形成されており、一
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方、上記第２の透明電極層３２にはＹ方向の座標を検出するための透明電極３２ＹがＹ方
向に複数分離されて形成される。各透明電極を複数分離して形成するのは、位置検出の精
度を高めるためである。なお、図２に示す各透明電極は菱形電極であるが、その他にも田
形電極等がある。
　また、Ｘ方向またはＹ方向に形成された上記透明電極３１Ｘおよび上記透明電極３２Ｙ
は、それぞれＸ座標検出用導電部５ＸおよびＹ座標検出用導電部５Ｙに接続され、上記Ｘ
座標検出用導電部５ＸおよびＹ座標検出用導電部５Ｙは、図示はしないが、スイッチング
回路や検出回路等に接続される。上記Ｘ座標検出用導電部５ＸおよびＹ座標検出用導電部
５Ｙは、それぞれ上記透明電極３１Ｘと上記透明電極３２Ｙとに所定の電圧を印加するた
めの電極として機能し、スイッチング回路の切り替えにより透明電極３１Ｘと透明電極３
２Ｙのいずれか一方に選択的に電圧を印加することができる。
【０００７】
　図３は、投影型静電容量方式のタッチパネルの動作原理の一例を示す概略図である。
　上述したように、電圧が印加された透明電極層３の表面には電界が形成され、この状態
で指１００が投影型静電容量方式のタッチパネルに近づくと、指１００と透明電極との間
の静電容量が増加する。Ｘ座標用導電部およびＹ座標用導電部のどの位置の静電容量が増
加しているのかを検出することで、接触位置の座標を求めることができる。
【０００８】
　上記投影型静電容量方式のタッチパネルは、その検出方式から多点検知が可能である。
そのため、現在では幅広い分野で用いられている。
【０００９】
　次に、図４は、一般的な表面型静電容量方式のタッチパネルの一例を示す概略斜視図で
ある。表面型静電容量方式のタッチパネル１は、透明基板２と、上記透明基板２上に配置
された透明導電膜６と、上記透明導電膜６上に配置された保護カバー４を有するものであ
る。
【００１０】
　図５は、一般的な表面型静電容量方式のタッチパネルを構成する透明導電膜の一例を示
す概略断面図である。上記透明導電膜６は、四隅に電極６１があり、これらの電極によっ
て上記透明導電膜６の表面には電界が形成されている。
【００１１】
　図６は、表面型静電容量方式のタッチパネルの動作原理の一例を示す概略図である。
　図６に示すように、指１００が表面型静電容量方式のタッチパネル１に接触すると、四
隅の電極から指１００を通じて微弱な電流が流れる。このとき、指１００が触れた位置に
近い電極ほど電流量が増加するため、四隅から流れた電流量の比率を算出することで、指
１００が触れた位置を検出することができる。
　なお、説明していない符号については、図４と同様とすることができるので省略する。
【００１２】
　このように、静電容量方式のタッチパネルは、画面を押し込むことで動作する抵抗膜方
式のタッチパネルとは異なり、容量の変化等によって動作するので、画面に接近、もしく
は接触するだけで軽快に動作することができる。その結果、画面をなぞってページ送りす
る操作、また画面を叩いてキー入力する操作が可能となり、現在、静電容量方式のタッチ
パネルは携帯電話やスマートフォン、携帯情報端末等に採用されている。また、上記静電
容量方式のタッチパネルは、抵抗膜方式に比べて透過率が高いため画面がクリアである。
さらに、静電容量方式のタッチパネルは、表面にガラス等の保護カバーを設けることがで
きるので、傷に強く、耐久性や耐環境性に優れている。
【００１３】
　しかしながら、爪の装飾を目的としてネイルチップを施す女性が急増している中、指で
タッチパネルに接近、もしくは接触することが困難となり、静電容量方式のタッチパネル
を操作できないといった問題があった。静電容量方式のタッチパネルが指以外に反応しな
いのは、静電容量方式のタッチパネルは、人体をグラウンドと仮定し、指が静電容量方式
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のタッチパネルと近づくと、その領域に対応する透明電極または透明導電膜表面の静電容
量が変化し、その静電容量の変化によって指が接近、もしくは接触した位置を検出して動
作しているからである。すなわち、静電容量方式のタッチパネルを操作できるのは、指ま
たは指と同等の静電的な導電性を有するものである。
【００１４】
　このような問題を解決する方法として、指の代わりに専用のスタイラスペン等の道具を
用いて操作する方法があるが（特許文献３参照）、携帯電話やスマートフォン、携帯情報
端末等と共にスタイラスペンを持ち歩く必要があり、また、片手での操作が困難であると
いった問題がある。そのため、さらなる解決方法が求められている。
【００１５】
　以上のように、ネイルチップによる爪への装飾をし、携帯電話やスマートフォン、携帯
情報端末等に搭載されている静電容量方式のタッチパネルを指で操作するのが困難な場合
でも、静電容量方式のタッチパネルを専用の道具を使わずに容易に操作できる方法の開発
が求められている。
【００１６】
　さらに現在では、小型化された静電容量方式のタッチパネルが多く、それに伴い入力ボ
タン等が小さい場合が多い。そのため、指による入力の際に誤入力や誤操作等の問題もあ
り、爪によって正確に操作できる方法の開発が求められている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１７】
【特許文献１】特開２０１０－１１０４５１号公報
【特許文献２】特開２００９－１０１１２８号公報
【特許文献３】特開２０１０－３２７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　本発明は上記問題点に鑑みてなされたものであり、自爪の表面に装着することで、静電
容量方式のタッチパネルを爪先で操作することが可能なネイルチップを提供することを主
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　本発明は、爪表面に装着することで、静電容量方式のタッチパネルが動作する程度の導
電性を爪先に付与可能となる量の導電性材料を有することを特徴とするネイルチップを提
供する。
【００２０】
　本発明によれば、ネイルチップが導電性材料を有することにより、上記ネイルチップを
装着した爪が静電容量方式のタッチパネルに接近、もしくは接触すると、指が接近、もし
くは接触した時と同様に、静電容量方式のタッチパネルと上記ネイルチップを装着した爪
との間で静電容量が増加する。つまり、上記静電容量方式のタッチパネルにおいて、上記
ネイルチップを装着した爪の先が接近、もしくは接触した領域に対応する電極の容量が変
化する。その容量の変化によって上記静電容量方式のタッチパネルは、爪先が接近、もし
くは接触した領域を認識することができ、指が接近、もしくは接触した時と同様の動作を
することが可能となる。
　また、従来、小型化された静電容量方式のタッチパネルでは、入力ボタン等も小さくな
るため、指での操作が困難であり、スタイラスペン等の専用のペンを用いることが求めら
れる。しかし、本発明のネイルチップを爪に装着することで、爪先での操作が可能となる
ため、小型化された静電容量方式のタッチパネルの入力ボタンを誤操作なくタッチでき、
その結果、容易かつ正確な入力操作が可能となる。
【００２１】
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　本発明においては、上記ネイルチップが爪との接着部に導電性接着剤を有することが好
ましい。上記ネイルチップにおいて、上記ネイルチップと爪とが接着する領域に導電性接
着剤を有することで、静電容量方式のタッチパネルと人体とを上記ネイルチップおよび導
電性接着剤を介して電気的に接続することができ、また上記ネイルチップを容易に爪に装
着することが可能となる。
【００２２】
　本発明は、爪とネイルチップとを接着し、静電容量方式のタッチパネルが動作する程度
の導電性を有するネイルチップと人体とを電気的に接続することができる量の導電性材料
を有することを特徴とするネイルチップ用導電性接着剤を提供する。
【００２３】
　本発明によれば、ネイルチップ用導電性接着剤を用いることにより、導電性を有すネイ
ルチップを爪に装着する際に、上記ネイルチップ用導電性接着剤が上記ネイルチップと人
体とを電気的に接続することができる。これにより、上記ネイルチップを装着した指で静
電容量方式のタッチパネルに接近、もしくは接触すると、指が接近、もしくは接触した時
と同様に、静電容量方式のタッチパネルと上記ネイルチップを装着した爪との間で静電容
量が増加する。すなわち、上記静電容量方式のタッチパネルにおいて、上記ネイルチップ
用接着剤を用いて上記ネイルチップを装着した爪先が接近、もしくは接触した領域に対応
する電極の容量が変化する。その容量の変化によって上記静電容量方式のタッチパネルは
、爪先が接近、もしくは接触した領域を認識することができ、指が接近、もしくは接触し
た時と同様の動作をすることができる。したがって、上記ネイルチップと人体とが接触し
ていない場合や、その接触面に間隙が生じた場合等においても、指と同様に上記静電容量
方式のタッチパネルを操作することができる。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明においては、爪に装着することで静電容量方式のタッチパネルを爪先で操作する
ことが可能となるネイルチップを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】一般的な投影型静電容量方式のタッチパネルの一例を示す概略斜視図である。
【図２】一般的な投影型静電容量方式のタッチパネルを構成する透明電極層の一例を示す
概略平面図である。
【図３】一般的な投影型静電容量方式のタッチパネルの動作原理の一例を示す概略図であ
る。
【図４】一般的な表面型静電容量方式のタッチパネルの一例を示す概略斜視図である。
【図５】一般的な表面型静電容量方式のタッチパネルを構成する透明電極層の一例を示す
概略平面図である。
【図６】一般的な表面型静電容量方式のタッチパネルの動作原理の一例を示す概略図であ
る。
【図７】本発明のネイルチップの一例を示す概略図である。
【図８】本発明のネイルチップの他の例を示す概略図である。
【図９】本発明の接着剤付きネイルチップの一例を示す概略図である。
【図１０】本発明のパット付きネイルチップの一例を示す概略図である。
【図１１】実施例の評価結果を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　Ａ．ネイルチップ
　以下、本発明のネイルチップについて説明する。
　本発明のネイルチップは、爪表面に装着することで、静電容量方式のタッチパネルが動
作する程度の導電性を爪先に付与可能となる量の導電性材料を有することを特徴とするも
のである。
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【００２７】
　一般的なネイルチップは、プラスチック等からなるものであり、自爪の表面に接着剤等
を用いて装着する。このようなネイルチップは、通常、透明もしくは淡色を呈するもので
あり、ネイルチップ表面に鮮やかな色調やデザインを描くことで爪表面に美粧的効果を付
与することができる。また、爪の長さを調整したり、あるいは爪に厚みを持たせたりと、
美しい形状を有する爪を表現することも可能である。
　なお、本発明で称するネイルチップとは、好みのデザインや模様等のネイルアートを施
すことができる無地のプレーンチップと、既にデザインや模様等のネイルアートが施され
ているアートチップとを包含するものである。
　以下、図を参照しながら説明する。
【００２８】
　図７は、本発明のネイルチップ１０を爪に装着した指の一例を示す概略図である。図７
（ｂ）は図７（ａ）のＡ－Ａ線断面図であり、図７（ｃ）は図７（ａ）のＢ－Ｂ線断面図
である。
　図７（ａ）に示すように、ネイルチップ１０は、爪７表面に装着されるものである。ま
た、図７（ｂ）および図７（ｃ）に示すように、ネイルチップ１０は、爪７表面に接着剤
１１によって装着される。
【００２９】
　ところで、従来、爪にネイルチップを装着することによって、静電容量方式のタッチパ
ネルに指を接近、もしくは接触することが困難となり、かつ上記静電容量方式のタッチパ
ネルを爪先で操作することが困難となるといった問題があった。
　本発明によれば、ネイルチップが導電性材料を有することにより、上記ネイルチップを
装着した爪が静電容量方式のタッチパネルに接近、もしくは接触すると、指が接近、もし
くは接触した時と同様に、静電容量方式のタッチパネルと上記ネイルチップを装着した爪
との間で静電容量を増加させることができる。すなわち、上記静電容量方式のタッチパネ
ルにおいて、上記ネイルチップ用接着剤を用いて上記ネイルチップを装着した爪先が接近
、もしくは接触した領域に対応する透明電極または透明導電膜表面の容量を変化させるこ
とができ、その容量の変化によって爪先が接近、もしくは接触した領域を認識することが
できる。このように、本発明のネイルチップを爪に装着することで、指が接近、もしくは
接触した時と同様に、上記静電容量方式のタッチパネルを爪先で操作することが可能とな
る。
　これにより、従来、爪の装飾を目的としたネイルチップを装着している場合において、
静電容量方式のタッチパネル操作が困難であるといった問題が解消される。また、静電容
量方式のタッチパネルを操作するためのスタイラスペン等の専用の道具を常備する必要も
ない。さらに、スタイラスペン等の専用の道具を必要としないことから、携帯電話やスマ
ートフォン等に搭載された静電容量方式のタッチパネルの操作にあたっては、片手での操
作が可能となる。
　また、従来、小型化された静電容量方式のタッチパネルでは、入力ボタン等も小さくな
るため、指での操作が困難であり、スタイラスペン等の専用のペンを用いることが求めら
れる。しかし、本発明のネイルチップを爪に装着することで、爪先での操作が可能となる
ため、小型化された静電容量方式のタッチパネルの入力ボタンを誤操作なくタッチでき、
その結果、容易かつ正確な入力操作が可能となる。
【００３０】
　１．ネイルチップの構成
　本発明のネイルチップの構成としては、爪表面に装着することで、静電容量方式のタッ
チパネルが動作する程度の導電性を爪先に付与可能となる量の導電性材料を有するもので
あれば特に限定されるものではない。
　本発明のネイルチップの構成としては、上記ネイルチップ自体に導電性材料が含有され
ていてもよく、上記ネイルチップが導電性材料を含有する層を有していてもよい。
　以下、上記ネイルチップ自体が導電性材料を含有する態様（以下、第１態様とする）と
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、上記ネイルチップが導電性材料を含有する層を有する態様（以下、第２態様とする）と
に分けてそれぞれ説明する。
【００３１】
　（１）第１態様
　本態様のネイルチップは、ネイルチップ自体が導電性材料を含有するものである。
　以下、本態様のネイルチップについて、図を参照しながら説明する。
【００３２】
　図８（ａ）は、本態様のネイルチップを爪に装着した指１００の一例を示す概略図であ
る。図８（ａ）に示す本態様におけるネイルチップは、静電容量方式のタッチパネルが動
作する程度の所定の量の導電性材料を含有するものである（以下、単に導電性材料含有層
１０Ｃと称して説明する場合がある。）。
　なお、説明していない符号については、図７と同様とすることができる。
【００３３】
　本態様のネイルチップとしては、静電容量方式のタッチパネルが動作する程度の所定の
量の導電性材料を含有するものであれば特に限定されるものではなく、例えば、所定の量
の導電性材料を含有するものであってもよく、あるいは導電性材料のみからなるものであ
ってもよい。中でも、上記ネイルチップに所定の量の導電性材料が均一に含有されている
ことが好ましい。ネイルチップに導電性材料が均一に含有されていることにより、ネイル
チップ全体が一定の導電性を示すため、上記ネイルチップによる静電容量方式のタッチパ
ネルの操作性を上げることができ、さらにネイルチップが有する色調やデザインに与える
影響をより小さくすることができる。
【００３４】
　（２）第２態様
　本態様のネイルチップは、導電性材料を含有する層を有するものである。
　以下、本態様のネイルチップについて、図を参照しながら説明する。
【００３５】
　図８（ｂ）、（ｃ）は、本態様のネイルチップを爪に装着した指１００の一例を示す概
略図である。図８（ｂ）および図８（ｃ）に示す本態様のネイルチップ１０は、導電性材
料のみからなる層１０Ａ（以下、単に導電性材料層と称して説明する場合がある。）と、
一般的なネイルチップの構成成分である樹脂成分からなる層１０Ｂ（以下、単に樹脂成分
層と称して説明する場合がある。）とが積層されたものである。
　また、図８（ｄ）に示す本態様のネイルチップ１０は、所定の量の導電性材料を含有す
る導電性材料含有層１０Ｃと樹脂成分層１０Ｂとが積層されたものである。
　図８の説明していない符号については、図７と同様とすることができる。
【００３６】
　本態様のネイルチップとしては、導電性材料を含有する層を有するものであれば特に限
定されるものではなく、複数層が積層されたものであってもよい。
【００３７】
　２．ネイルチップの構成成分
　一般的なネイルチップの構成成分としては、例えば、着色成分、樹脂成分、皮膜形成成
分、添加剤などが挙げられる。本発明のネイルチップは、静電容量方式のタッチパネルが
動作する程度の量の導電性材料を有するものであれば特に限定されるものではなく、上記
ネイルチップの色調、光沢、形状、装飾等に応じて適宜調整されるものである。具体的に
は、上記ネイルチップが導電性材料のみから構成されていてもよく、あるいは導電性材料
および一般的なネイルチップの構成成分である着色成分、樹脂成分、皮膜形成成分、添加
剤などの混合成分から構成されていてもよい。
　以下、導電性材料、着色成分、樹脂成分、皮膜形成成分、添加剤についてそれぞれ説明
する。
【００３８】
　（１）導電性材料
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　本発明に用いられる導電性材料としては、上記ネイルチップに用いることで、上記ネイ
ルチップの爪先に、静電容量方式のタッチパネルが動作する程度の導電性を付与すること
ができれば特に限定されるものではない。
【００３９】
　本発明における導電性材料は、上記ネイルチップが導電性材料のみからなる場合には、
後述する着色成分、樹脂成分、皮膜形成成分、または添加剤として用いられる。また、上
記ネイルチップが所定の量の導電性材料を有する場合には、後述する着色成分、樹脂成分
、皮膜形成成分、または添加剤として用いられてもよく、あるいは導電性付与のためのみ
の添加剤として用いられてもよい。本発明においては、上記ネイルチップに、導電性付与
のためのみの添加剤として導電性材料が含有されていることが好ましい。
【００４０】
　本発明において、静電容量方式のタッチパネルが動作する程度の導電性とは、静電容量
方式のタッチパネルの種類や大きさ等によって異なるものであるが、例えば、人の指表面
と同等の表面抵抗値を有していれば特に限定されない。本発明のネイルチップの抵抗値と
しては、例えば、２．１０×１０２Ω以下であることが好ましい。
【００４１】
　なお、上記抵抗値は、４端子測定方式ＬＣＲメータ　ロレスタＧＰ　ＭＣＰ－Ｔ６1０
型（株式会社 三菱化学アナリテック）を用いて測定した値である。
【００４２】
　このような導電性材料の形態としては、ネイルチップに含有させることによって所望の
導電性を付与することができれば特に限定されるものではなく、例えば、粉末状、液状、
ジェル状、繊維状等の形態の導電性材料が挙げられる。
　具体的な導電性材料としては、例えば、導電性顔料、導電性染料が挙げられる。
【００４３】
　また、粉末状の導電性材料としては、スズ系酸化物、スズ－アンチモン系酸化物、酸化
チタン／スズ－アンチモン系酸化物、インジウム－スズ系酸化物等が挙げられる。また、
Ａｌ、Ａｇ、Ａｕ、Ｃｕ、Ｆｅ、Ｍｎ、Ｍｏ、Ｎｉ、Ｐｄ、Ｐｔ、Ｓｎ、Ｗ、亜鉛等の金
属を用いることも可能である。上記金属粉末をネイルチップに用いた場合には、ネイルチ
ップに導電性を付与するとともに、ネイルチップを着色し、ラメを加えたような光沢感を
与えることができる。
【００４４】
　液状の導電性材料としては、例えば、スズ－アンチモン系酸化物塗料／分散液、インジ
ウム－スズ系酸化物塗料／分散液等が挙げられる。
【００４５】
　ジェル状の導電性材料としては、例えば、ポリアセチレン、ｐ－フェニレンビニレン、
ポリピロール、ポリチオフェン、ポリアニリン、ＰＶＣ系ポリマーとブタジエン（ＢＤ）
－アクリロニトリル（ＡＮ）系コポリマー混合物、グラフトコポリマー、ＢＤ－ＡＮ－塩
化ビニルターポリマー、ＰＶＣ－ポリウレタングラフトコポリマー、スチレン－ジエン－
ピロール系ターポリマー等の導電性ポリマー、ポリアセチレン誘導体、ポリピロール誘導
体、ポリチオフェン誘導体、ポリアニリン誘導体、メタクリル樹脂等が挙げられる。
【００４６】
　繊維状の導電性材料としては、例えば、ポリアミド系熱可塑性重合体からなる導電ポリ
マー層と繊維形成性熱可塑性重合体からなる保護ポリマーとを有する白色系導電繊維を挙
げることができる。
【００４７】
　上述した他にも、コロイドや微細粒子等の形態の導電性材料を用いることも可能である
。
【００４８】
　また、上述したように、材料自体が導電性を有している導電性材料の他にも、非導電性
材料に導電性付与物質を添加してなる導電性材料等が挙げられる。
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　非導電性材料としては、例えば、ポリオレフィン、ポリアミド、ポリイミド、フェノー
ル樹脂、エポキシ樹脂、ポリウレタン等の一般的なポリマーが挙げられる。
　導電性付与体としては、Ａｌ、Ａｇ、Ａｕ、Ｃｕ、Ｆｅ、Ｍｎ、Ｍｏ、Ｎｉ、Ｐｄ、Ｐ
ｔ、Ｓｎ、Ｗ、亜鉛、等の金属粉末やこれらの金属を組み合わせた合金、ＩＴＯ、ＺｎＯ
、ＳｎＯ２等の金属酸化物、ステンレス等の金属繊維またはウェイスカー等の金属分散系
が挙げられる。また、アセチレンブラック、オイルファーネスブラック、サーマルブラッ
ク等のカーボンブラックや、ＰＡＮ系、ピッチ系等の炭素の炭素繊維や、天然物、人工物
等の黒鉛系分散剤等が挙げられる。さらに、ガラスビーズや合成繊維等が挙げられる。
【００４９】
　このように、本発明に用いられる導電性材料としては、上記ネイルチップに所望の導電
性を付与することができるものであれば特に限定されるものではなく、例えば、本発明の
ネイルチップを構成する樹脂成分として用いることができる導電性材料であってもよい。
　また、上記導電性材料としては、導電性を有する金属粉末、顔料、染料、高分子材料を
適宜選択し、必要に応じて複数を組み合わせて用いることもできる。
【００５０】
　上記導電性材料が有する色調としては、本発明のネイルチップの色調やその用途等によ
って適宜選択されるものであり、特に限定されない。導電性材料の色調としては、例えば
、透明、白色等の淡色、黄色、茶色、青色等が挙げられる。本発明においては、好みのデ
ザインや模様等のネイルアートを施すことができる無地のプレーンチップに用いられる場
合には、透明や白色等の淡色を呈する導電性材料であることが好ましく、デザインや模様
等のネイルアートが施されているアートチップに用いる場合には、その色調に影響を与え
ないような導電性材料であることが好ましい。
【００５１】
　上記導電性材料の添加量としては、上記ネイルチップに所望の導電性を付与することが
できる程度であれば特に限定されるものではないが、添加量が少なすぎると上記ネイルチ
ップを装着した爪先で静電容量方式のタッチパネルを操作することが困難となる場合があ
る。
【００５２】
　（２）着色成分
　本発明におけるネイルチップとは、好みの模様やデザインを施すことができる無地のプ
レーンチップと、既に模様やデザインが施されたアートチップとを包含するものであり、
アートチップである場合には、必要に応じて着色成分が用いられる。
【００５３】
　上記着色成分としては、本発明のネイルチップを所望の色調にすることができるもので
あれば特に限定されるものではない。例えば、無機顔料、有機顔料、有機染料、金属箔、
プラスチック箔、魚鱗、マイカ類粉、蛍光色素等が挙げられる。
　なお、本発明においては、上述した成分を１種で用いてもよいし、または複数種を混合
して用いてもよい。
【００５４】
　本発明のネイルチップにおける上記着色成分の含有量としては特に限定されるものでは
なく着色成分の種類や目的の色調等によって適宜調整されるものである。
　なお、上記着色成分は、本発明のネイルチップにおいて必須の構成成分ではない。
【００５５】
　（３）樹脂成分
　本発明のネイルチップを形成する主成分として、また柔軟性、密着性、光沢性等の特性
を付与するために樹脂成分が用いられる。
【００５６】
　上記樹脂成分としては、例えば、ポリ（メタ）アクリル酸メチル、ポリ（メタ）アクリ
ル酸エチル、ポリ（メタ）アクリル酸プロピル、ポリ（メタ）アクリル酸ブチル、（メタ
）アクリル酸メチル－（メタ）アクリル酸ブチル共重合体、（メタ）アクリル酸エチル－
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（メタ）アクリル酸ブチル共重合体、エチレン－（メタ）アクリル酸メチル共重合体、ス
チレン－（メタ）アクリル酸メチル共重合体等の（メタ）アクリル酸エステルを含む単独
または共重合体からなる樹脂などのアクリル系樹脂、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポ
リウレタンやウレタンアクリレート等のウレタン系樹脂、ＡＢＳ、ＡＥＳ、ＥＶＡ、ＥＥ
Ａなどの合成樹脂材料等が挙げられる。ＡＢＳ樹脂は、表面の傷等を防止する点で優れて
いる。
他にアルキッド樹脂、アクリル樹脂、メタクリル樹脂、メラミン樹脂、ポリエステル樹脂
、ビニール樹脂、スチレン樹脂、マレイン酸樹脂、またはその変性樹脂、それらのコポリ
マー等が挙げられる。また、天然樹脂としては、ダンマー、セラック、チクロ等が挙げら
れる。
　これらの各種樹脂成分は、単体で用いてもよく、あるいは２種以上を混合して用いても
よい。
【００５７】
　（４）皮膜形成成分
　本発明のネイルチップは、好みの模様やデザインを施すことができる無地のプレーンチ
ップと、既に模様やデザインが施されたアートチップとを包含するものであり、アートチ
ップである場合には、必要に応じて装飾するための皮膜形成成分が用いられる。
【００５８】
　皮膜形成成分としては、一般的にマニキュアに含まれるニトロセルロース等が用いられ
る。ニトロセルロースは、強度が高く、速乾性に優れているからである。また、上記ニト
ロセルロース以外には、アセチルセルロース、セルロースアセテートブチレート等を用い
ることができる。
【００５９】
　（５）その他の添加剤
　本発明のネイルチップの構成成分としては、上述した導電性材料、着色成分、樹脂成分
、皮膜形成成分以外にも、その他の添加剤として油脂成分、可塑剤、溶剤、粉末剤、糊剤
、界面活性剤、安定剤、酸アルカリ剤、隠蔽剤、光沢剤、香料の１種また２種以上が挙げ
られ、用途や目的に応じて適宜選択される。
【００６０】
　３．ネイルチップの装着方法
　本発明のネイルチップの装着方法について説明する。
　まず本発明のネイルチップの装着方法としては、上記ネイルチップを装着した爪が静電
容量方式のタッチパネルに接近、もしくは接触することで、指が接近、もしくは接触した
ときと同様に、静電容量方式のタッチパネルと爪表面に装着した上記ネイルチップの爪先
との間で静電容量が増加して、その容量の変化によって上記静電容量方式のタッチパネル
を操作することが可能であれば特に限定されるものではない。
　本発明においては、まず上記ネイルチップと人体とが接触するように上記ネイルチップ
を装着する必要があり、また、上記静電容量方式のタッチパネルの表面にネイルチップの
爪先を接近、もしくは接触することができるように、上記ネイルチップを装着する必要が
ある。
　なお、本発明における人体とは、静電的な導電性を有する部位、すなわち静電容量方式
のタッチパネルを操作する際にグラウンドと仮定することができる部位を指し、例えば、
甘皮や爪際の皮膚等を指す。また、上記甘皮とは、爪半月を保護するための皮膚であり、
また上記爪半月とは、爪の生え際にあって、爪を作り出す部分である。
【００６１】
　また、上記ネイルチップにおいて、人体に接触する部分、および上記静電容量方式のタ
ッチパネルに接近、もしくは接触する爪先部分は、それぞれ導通している必要がある。上
記ネイルチップの人体に接触する部分と、上記ネイルチップの爪先部分とを導通させる方
法としては、例えば、上記ネイルチップにおいて、人体に接触する部分と、上記ネイルチ
ップの爪先部分とを一続きになるように形成する方法が挙げられる。
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　以下、本発明のネイルチップを人体と接触するように装着する方法について、詳しく説
明する。
【００６２】
　図７および図８は、本発明のネイルチップを爪に装着した指１００の一例を示す概略図
である。
　図７では、導電性材料を有するネイルチップ１０が接着剤１１によって爪７に装着され
ており、上記ネイルチップ１０は、人体の一部である甘皮８と接触している。
　図８では、本発明のネイルチップ１０における導電性材料層１０Ａ、または導電性材料
含有層１０Ｃの少なくともいずれかが、人体の一部である甘皮８と接触している。
　なお、図７および図８では、上記ネイルチップ１０と甘皮８とが接触しているが、爪と
皮膚との境目にある爪際の皮膚に、上記ネイルチップが接触していてもよい。ここで、爪
と皮膚との境目にある爪際の皮膚とは、図７（ｃ）における爪際の皮膚９である。
【００６３】
　このように、上記ネイルチップにおいて所望の導電性を有する部位と人体とが接触して
いることで、上記ネイルチップが静電容量方式のタッチパネルに接近、もしくは接触した
際に、上記ネイルチップを介して、上記静電容量方式のタッチパネルと人体とを電気的に
接続することができ、指と同様に静電容量方式のタッチパネルを操作することが可能とな
る。
【００６４】
　本発明のネイルチップと人体とを接触させるにあたって、上記ネイルチップと甘皮や爪
際の皮膚等の人体とが接触する面積は、静電容量方式のタッチパネルと爪表面に装着され
た上記ネイルチップとが接近、もしくは接触することで、上記静電容量方式のタッチパネ
ルと人体とが電気的に接続され、上記静電容量方式のタッチパネルを操作することができ
る程度であれば特に限定されるものではない。本発明においては、例えば、上記ネイルチ
ップと人体とが、３０ｍｍ２程度の接触面積を有していることが好ましい。上記ネイルチ
ップと人体との接触面積が上述した大きさであることにより、上記ネイルチップが静電容
量方式のタッチパネルに接近、もしくは接触した際に、上記ネイルチップを介して人体と
静電容量方式のタッチパネルとが接続された状態となり、十分な反応がみられるからであ
る。
　なお、ここでの接触面積とは、甘皮や爪際の皮膚等とネイルチップとが接触している全
面積を指す。
【００６５】
　４．ネイルチップ用部材
　本発明のネイルチップは、爪表面に装着する際に、爪表面と接触する領域、すなわち接
着部に接着剤を有していても良く、甘皮や爪際の皮膚等の人体と接触する領域にパットを
有していても良い。
　以下、接着剤付きネイルチップおよびパット付きネイルチップについてそれぞれ説明す
る。
【００６６】
　（１）接着剤付きネイルチップ
　本発明における接着剤付きネイルチップは、上記ネイルチップを爪表面に装着する際に
、上記ネイルチップと爪表面とが接触する領域、すなわち接着部に接着剤を有するもので
ある。
【００６７】
　上記接着剤付きネイルチップとしては、上記ネイルチップと爪表面との接着部に接着剤
を有することで、上記ネイルチップを容易に爪表面に装着することができるものであれば
特に限定されないが、上記接着剤が導電性を有することが好ましい（以下、単に導電性接
着剤と称して説明する場合がある。）。上記ネイルチップと爪表面との接着部に導電性接
着剤を有することで、静電容量方式のタッチパネルと人体とを、上記ネイルチップおよび
導電性接着剤を介して電気的に接続することができる。すなわち、上記ネイルチップだけ
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でなく接着剤が貼付された部分においても静電容量方式のタッチパネルと、人体とを電気
的に接続することができ、上記静電容量方式のタッチパネルの操作性を上げることができ
る。
　以下、上記導電性接着剤を有するネイルチップ（以下、単に導電性接着剤付きネイルチ
ップと称して説明する場合がある。）について、図を参照しながら説明する。
【００６８】
　図９は、本発明における導電性接着剤付きネイルチップの一例を示す概略平面図である
。
　図９に示す上記導電性接着剤１１’を有する導電性接着剤付きネイルチップ２０におい
て、上記ネイルチップ２０と爪との接着部１２を有する面を裏面Ｒとし、その反対側の面
を表面Ｔとする。上記導電性接着剤付きネイルチップ２０は、裏面Ｒにおける接着部１２
に導電性接着剤１１’を有する。
【００６９】
　上記導電性接着剤としては、所望の導電性を有し、本発明のネイルチップを爪表面に装
着することができるものであれば特に限定されるものではなく、例えば、接着剤に導電性
材料を含有させたものが挙げられる。
【００７０】
　上記導電性接着剤に用いられる接着剤としては、一般的なシート状接着剤、液状接着剤
、ジェル状接着剤等を用いることができる。
　上記接着剤の構成成分としては、例えば、シリコーン系接着剤、アクリル系接着剤、ゴ
ム系接着剤、シアノクリレート系接着剤、高分子ポリマー接着剤などの一種また二種以上
が挙げられ、用途や目的に応じて適宜選択される。
【００７１】
　上記導電性接着剤に用いられる導電性材料としては、上記「２．ネイルチップの構成成
分　（１）導電性材料」の項に記載したものと同様とすることができ、中でも、透明また
は淡色を呈するものであることが好ましい。上記ネイルチップが透明または淡色である場
合にも、ネイルチップが有する色調に影響を与えることなく、より自然な外観とすること
ができるからである。
【００７２】
　上記導電性接着剤に用いられる導電性材料の含有量としては、所望の導電性を付与する
ことが可能な量であれば特に限定されるものではなく、導電性材料の種類等によって適宜
調整されるものである。
【００７３】
　上記導電性接着剤の抵抗値としては、上記ネイルチップの抵抗値と同程度、もしくは上
記ネイルチップの抵抗値より小さいことが好ましい。
【００７４】
　上記導電性接着剤を介して上記ネイルチップと人体とが電気的に接続している場合、上
記導電性接着剤と人体との接触面積としては、上記「３．ネイルチップの装着方法」の項
で記載したネイルチップと人体との接触面積と同様とすることができるため、ここでの説
明は省略する。
【００７５】
　（２）パット付きネイルチップ
　本発明におけるパット付きネイルチップは、爪表面に上記ネイルチップを装着する際に
、上記ネイルチップにおいて、甘皮や爪際の皮膚等の人体に接触する領域にパットを有す
るものである。
【００７６】
　上記パット付きネイルチップとしては、上記ネイルチップと人体とが接触する領域にパ
ットを有することで、比較的硬い上記ネイルチップが人体に接触した際に、上記ネイルチ
ップから人体を保護することができるものであれば特に限定されないが、上記パットが導
電性を有することが好ましい（以下、単に導電性パットと称して説明する場合がある。）
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。上記ネイルチップと人体とが接触する領域に導電性パットを有することで、静電容量方
式のタッチパネルと人体とを、上記ネイルチップおよび導電性パットを介して電気的に接
続することができる。すなわち、上記ネイルチップだけでなくパットが装着された部分に
おいても静電容量方式のタッチパネルと、人体とを電気的に接続することができ、上記静
電容量方式のタッチパネルの操作性を上げることができる。
　以下、上記導電性パットを有するネイルチップ（以下、単に導電性パット付きネイルチ
ップと称して説明する場合がある。）について、図を参照しながら説明する。
【００７７】
　図１０は、本発明における導電性パット付きネイルチップ４０を装着した指１００の一
例を示す概略図である。図１０（ｂ）は、図１０（ａ）のＣ－Ｃ線断面図である。図１０
に示す導電性パット付きネイルチップ４０は、ネイルチップ１０、および上記ネイルチッ
プ１０と甘皮８とが接触する領域に装着された導電性パット１３を有する。
【００７８】
　上記導電性パット付きネイルチップにおいて、上記導電性パットの装着位置としては、
上記ネイルチップを爪表面に装着する際に、ネイルチップと人体とが接触する領域であれ
ば特に限定されるものではなく、例えば、図７に示す甘皮８に接触する領域、または爪際
の皮膚９に接触する領域等が挙げられる。
【００７９】
　上記導電性パットとしては、所望の導電性を有し、人体を保護することができるもので
あれば特に限定されるものではなく、例えば、パットに導電性材料を含有させたものが挙
げられる。
【００８０】
　上記導電性パットに用いられる上記パットとしては、スポンジ状、ゴム状、繊維状のパ
ッド等の一種また二種以上が挙げられ、用途や目的に応じて適宜選択される。
【００８１】
　上記導電性パットに用いられる上記導電性材料およびその抵抗値、また上記導電性パッ
トと人体との接触面積等については、上述した「（１）接着剤付きネイルチップ」の項に
記載した内容と同様とすることができるため、ここでの説明は省略する。
【００８２】
　Ｂ．ネイルチップ用導電性接着剤
　本発明のネイルチップ用導電性接着剤は、爪とネイルチップとを接着し、静電容量方式
のタッチパネルが動作する程度の導電性を有するネイルチップと人体とを電気的に接続す
ることができる量の導電性材料を有することを特徴とするものである。
【００８３】
　本発明によれば、ネイルチップ用導電性接着剤を用いることにより、導電性を有すネイ
ルチップを爪に装着する際に、上記ネイルチップ用導電性接着剤が上記ネイルチップと人
体とを電気的に接続することができる。これにより、上記ネイルチップを装着した指で静
電容量方式のタッチパネルに接近、もしくは接触すると、指が接近、もしくは接触した時
と同様に、静電容量方式のタッチパネルと上記ネイルチップを装着した爪との間で静電容
量が増加する。すなわち、上記静電容量方式のタッチパネルにおいて、上記ネイルチップ
用導電性接着剤を用いて上記ネイルチップを装着した爪先が接近、もしくは接触した領域
に対応する電極の容量が変化する。その容量の変化によって上記静電容量方式のタッチパ
ネルは、爪先が接近、もしくは接触した領域を認識することができ、指が接近、もしくは
接触した時と同様の動作をすることができる。よって、上記ネイルチップと人体とが接触
していない場合や、その接触面に間隙が生じた場合等においても、指と同様に上記静電容
量方式のタッチパネルを操作することができる。
　また、ネイルチップが導電性を有さない場合であっても、上記ネイルチップ用導電性接
着剤を用いることにより、上記静電容量方式のタッチパネルを、爪表面に装着した上記ネ
イルチップによって操作することができる。なお、この場合、上記ネイルチップ用導電性
接着剤と人体とが接触し、かつ導電性接着剤が静電容量方式のタッチパネルに接近、もし
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くは接触するネイルチップの爪先部分まで塗布または貼付されており、上記ネイルチップ
用導電性接着剤を介して静電容量方式のタッチパネルと人体とを電気的に接続する必要が
ある。
【００８４】
　本発明のネイルチップ用導電性接着剤に用いられる接着剤、導電性材料等については、
「Ａ．ネイルチップ　４．ネイルチップ用部材　（１）接着剤付きネイルチップ」の項で
説明した内容と同様とすることができるため、ここでの説明は省略する。
【００８５】
　なお、本発明は、上記実施形態に限定されるものではない。上記実施形態は、例示であ
り、本発明の特許請求の範囲に記載された技術的思想と実質的に同一な構成を有し、同様
な作用効果を奏するものは、いかなるものであっても本発明の技術的範囲に包含される。
【実施例】
【００８６】
　以下に実施例を示し、本発明をさらに詳細に説明する。
【００８７】
　[実施例１]
　（本発明のネイルチップの作製）
　市販のアクリル樹脂製ネイルチップの表面全面、裏面の爪先部、および側面に、Ａｇ金
属粉末を４５重量％含有する導電性材料を均一に塗布して、膜厚６～８μｍの導電性材料
含有層を形成し、本発明のネイルチップとした。
【００８８】
　（抵抗値の測定）
　作製した本発明のネイルチップの抵抗値を、４端子測定方式ＬＣＲメータ　ロレスタＧ
Ｐ ＭＣＰ－Ｔ６1０型（株式会社　三菱化学アナリテック）を用いて測定した。
　まず、上記ネイルチップに対し、上記装置の接触端子（プローブ）４本を接触させ、抵
抗値を確認した。
【００８９】
　（ネイルチップの装着）
　上記ネイルチップを、市販のシアノアクリレート系接着剤を用いて、爪表面に装着した
。なお、上記ネイルチップを装着する際には、人体と上記ネイルチップにおける導電性材
料含有層との接触面積が３０ｍｍ２程度となるようにして、上記ネイルチップが静電容量
方式のタッチパネルに接近または接触したときに、上記ネイルチップを介して静電容量方
式のタッチパネルと人体とが電気的に接続されるような状態とした。
【００９０】
　（静電容量方式のタッチパネルの操作性の確認）
　次に、上記ネイルチップが、静電容量方式のタッチパネルが動作する程度の導電性を有
するか否かについての確認を行った。
　投影型静電容量タッチパネルセンサー　評価用キット（シナプティクス社）を用いて、
上記ネイルチップが静電容量方式のタッチパネルに接近、もしくは接触した時の信号レベ
ルを評価し、上記ネイルチップが上記静電容量方式のタッチパネルの接触認識水準を満た
すかどうかを判定した。上記ネイルチップにおける導電性材料含有層と静電容量方式のタ
ッチパネルとの接触面積は、８ｍｍφの円形領域程度であった。なお、今回用いた静電容
量方式のタッチパネルは、動作するのに１ｐｆ弱の容量形成が必要であった。
【００９１】
　[実施例２]
　市販のアクリル樹脂製ネイルチップの表面全面、裏面の爪先部、および側面に、Ａｇ金
属粉末を３６重量％含有する導電性材料を均一に塗布して、膜厚６～８μｍの導電性材料
含有層を形成し、本発明のネイルチップとしたこと以外は、実施例１と同様の評価を行っ
た。
【００９２】
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　[実施例３]
　市販のアクリル樹脂製ネイルチップの表面全面、裏面の爪先部、および側面に、Ａｕ金
属粉末を５０重量％含有する導電性材料を均一に塗布して、膜厚６～８μｍの導電性材料
含有層を形成し、本発明のネイルチップとしたこと以外は、実施例１～実施例２と同様の
評価を行った。
【００９３】
　[実施例４]
　Ａｌ含有量が８０重量％のＡｌ金属板を本発明のネイルチップとして用いたこと以外は
、実施例１～実施例３と同様の評価を行った。
【００９４】
　[実施例５]
　Ａｇ金属粉末を４５重量％含有する市販のシアノアクリレート系接着剤（導電性接着剤
）を用いて、ネイルチップを爪表面に装着したこと以外は、実施例１と同様の評価を行っ
た。
【００９５】
　[比較例]
　市販のアクリル樹脂製ネイルチップに、導電性材料含有層を形成しないこと以外は実施
例１～実施例４と同様にしてネイルチップを作成し、実施例１～実施例４と同様の評価を
行った。
【００９６】
　［評価結果］
　導電性を有するネイルチップの抵抗値が２．１０×１０２Ω以下である場合に、静電容
量方式のタッチパネルの操作が可能であることを確認した。
　導電性材料の含有量に基づく実施例１～５および比較例の抵抗値、最大検出反応値およ
び判定結果を表１に示す。
　また、最大検出反応値の測定結果を図１１に示す。
　なお、静電容量方式のタッチパネルが反応する程度の最大検出反応値を示す場合には判
定結果を「○」とし、最大検出反応値がそれに満たない場合には判定結果を「×」とした
。
【００９７】
【表１】

【符号の説明】
【００９８】
　１　　　…　　静電容量方式のタッチパネル
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　２　　　…　　透明基板
　３　　　…　　透明電極層
　３１、３２…　第１透明電極層、第２透明電極層
　３１Ｘ、３２Ｙ　…透明電極
　４　　　…　　保護カバー
　５Ｘ、５Ｙ…　Ｘ座標検出用導電部、Ｙ座標検出用導電部
　６　　　…　　透明導電膜
　６１　　…　　電極
　７　　　…　　爪
　８　　　…　　甘皮
　９　　　…　　爪際の皮膚
　１０　　…　　ネイルチップ
　１１　　…　　接着剤
　１２　　…　　接着部
　１３　　…　　パット
　２０　　…　　接着剤付きネイルチップ
　４０　　…　　パット付きネイルチップ
　１００　…　　指

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】 【図９】
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